
ホイールスペーサー及びホイールボルト取扱説明書 

スペーサーの脱着に際してはエンジン停止状態でジャッキ若しくはリフトを使用し輪留め等を利用し安全を確認してから作業を行って下さい。 

スペーサーは車輛側に装着せず、アルミホイールへ装着して下さい。装着のままホイールを車輛へ取り付け取り外しをお願い致します。 

スペーサーハブはとても繊細に出来ております。ハブ部分へ衝撃を加えたり重量を掛けると破損致しますので取扱は特に慎重にお願いします。 

(衝撃痕、歪、キズある場合はクレーム対応致しかねます。) 

ホイール装着時はホイールセッテイングボルトを使用してスペーサーハブ部分へ重量が掛から無いようにして下さい。(スペーサー損傷の原因) 

 

取り付け作業前に必ずスペーサーのサイズ、穴数、PCD、ハブ径が装着車輛に対し適合しているか良くご確認ください。 

スペーサーの重ね装着は大変危険です。ボルト緩みの原因となりますので重ね装着はしないで下さい 

スペーサー装着前に車輛側及びアルミホイールのスペーサー接面は十分な清掃を行って下さい。錆びや汚れ有る場合はサンドペーパー等により確

実に取り除いてクリーンな状態にして下さい。 

スペーサー装着済みアルミホイールを車輛へ借装着した段階でボルト穴位置や状態を確認してください。その際にスムーズに入らなかったり、挿

入後ガタが有ったり、密着する筈の取り付け面に間隙ある場合は装着出来ませんので販売店へご相談下さい。 

(スペーサー取り付け方向は中心穴部の斜めに面取りされている面が車輛側となります、薄い立ち上がりがアルミホイールへ挿入する側です) 

スペーサーの仮装着によりスペーサーが車輛側にもアルミホイール側にも密着しかつガタが無いかボルト穴位置も含め良くご確認ください。 

サンドイッチタイプスペーサー 

ロングボルトは適正サイズを必ずご用意下さい。正しく仮組確認後に必ず手回しにより対角線上にボルト装着を行い数回に分けてボルト締めを行

って下さい(インパクトレンチ使用絶対不可)必要以上のトルクを掛ける事で破損する場合がございます。最終締め付けは必ずトルクレンチにより

規定トルクにて行って下さい。長すぎるロングボルトはブレーキデイスクやサイドブレーキなどを破損させてしまいますので適正サイズのご用意

が必要となります。 

ホイール装着時はホイールセッテイングボルトを使用してスペーサーハブ部分へ重量が掛から無いようにして下さい。(スペーサー損傷の原因) 

2段締めタイプスペーサー 

こちらのスペーサーは先に車輛へ取り付けます。その後にアルミホイールをスペーサーへ取り付ける順番となります。 

車輛装着時は付属専用ボルトに必ず焼き付き防止剤をネジ部分へ塗布してご使用下さい。その際にボルトは手回しにより対角線上にボルト締めを

行い数回に分けてボルト締めを行って下さい。(インパクトレンチ使用絶対不可)必要以上のトルクを掛ける事で破損する場合がございます。最終

締め付けは必ずトルクレンチにより規定トルクにて行って下さい。(装着の際は付属専用ボルト以外は使用不可となります。) 

ホイール装着時はホイールセッテイングボルトを使用してスペーサーハブ部分へ重量が掛から無いようにして下さい。(スペーサー損傷の原因) 

ホイール装着用ボルトが長すぎてスペーサーから突出してしまう場合や短すぎてねじ込み量が不足する場合は適正サイズを別途ご用意が必要です。 

付属の特殊ボルト用レンチはオマケサービス品(クレーム対象外)となります。本締め作業時には 10HEXの正規工具をご使用下さい。 

薄いタイプのスペーサーでは付属専用ボルトの頭がスペーサー面から突き出る場合がございます。ホイール裏面の逃げによりスペーサーとホイー

ルが密着する場合のみご使用下さい。(21mmスペーサー装着では特にホイール逃げ確認重要です。一部ホイールにて逃げが有りません。) 

ボルト締め付けトルク(推薦規定トルク) 

M12ボルト 120Nm (約 12Kg)  M14ボルト 140Nm (約 14Kg) 

ご注意点 

スペーサー装着後接地前に手でタイヤを空回りさせ引っ掛かりや異音無いかご確認ください(4 輪)設置後においてはフェンダーとタイヤに緩衝は

無いか又ハンドルフルロック状態でブレーキ部品やサスペンションに緩衝は無いかをご確認ください。 

スペーサー装着によりタイヤが車体からはみ出す場合は法令違反となりますのでご留意ください。 

スペーサー装着後は定期的に状態を確認し規定トルクによりボルトの増し締めを行う必要がございます。 

本製品はアルミ合金又はスチール鋼にて製作されております関係上雨風やブレーキダスト等により腐食や錆びの問題が発生致します。特に融雪剤

や海岸潮風では顕著となりますので洗浄等を行い綺麗な状態でご使用下さい。経年変化等により劣化してしまった場合は新品交換が必要です。 

上記注意事項を怠った場合や製品取り付けに対して行ったホイールや車輛側の加工改造にての取り付けに関してはいかなる責も負いかねます。 

商品不良により発生する損害、工賃、代車その他の保障はいたしません。商品の交換または購入代金の返金となります。ご了承の上ご利用下さい。 


